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ご使用上の注意事項 

 

本器は大気中の可燃性又は毒性ガスを検知し、警報を発する機能を持ったガス警報器です。ガ

ス警報器は保安機器であり、ガスの定量･定性を分析・測定する分析計・濃度計ではありません。 

ご使用に当たっては以下の点を十分ご理解いただき、機器を正しくお使い下さい。 

 

   １．本器は、検知対象ガス以外のガス、蒸気による干渉を受けます。 

     干渉による警報作動にご注意ください。また、設置場所の環境の変化（温 

     度・湿度等）によって変動することがあります。 

 

   ２．警報の設定は機器の性能に見合う範囲でご使用下さい。 

     高圧ガス保安法対応設備では当社標準警報設定値未満の警報設定の場合には誤警報の

原因となることがあります。 

 

３．本器は保安機器で、制御機器ではありません。 

 
   ４．本器に使用されているガス検知センサの焼結体表面にシリコーンや硫黄化合物が付着

するとガス感応部の面積が低下し、大幅な感度低下を引き起こすことがあります。 

     安全管理上、微量であっても、シリコーンや硫黄化合物の存在下での本器の使用は避

けて下さい。 

 

   ５．本器の保守に際しては、取扱説明書に記載されている定期交換部品の交換調整を含め

た定期点検が必要です。また保安機器ですので、法令に準拠して６ヶ月毎の定期点検

及びガス校正を推奨します。 
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２－４．セーフティインフォメーション 

 

防爆システムを構築するため、次の事項をお守り下さい。 

 

機器の概要 

・本器は、拡散式のガス検知部（ＧＤ－Ａ８０シリーズ）であり、指示警報器と接続し、対象ガスを検知する 

ために使用します。 

・また、アスピレーターキャップを取付けて吸引式ガス検知器（ＧＤ－Ａ８０Ｄシリーズ）としても使用します。 

 

＜Japan Ex仕様＞ 

 

仕様 

  （防爆構造）   耐圧防爆構造 

  （防爆等級）   Ｅｘ ｄ ⅡＣ Ｔ４ 

  （周囲温度）※  －４０℃～＋５３℃ 

  （定格） 

   ・検知素子   ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）  ＤＣ３．０Ｖ ４３０ｍＡ 又は ＤＣ５．０Ｖ ２００ｍＡ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｖ ＤＣ６．５Ｖ ２０５ｍＡ 又は ＤＣ３．５Ｖ ３５０ｍＡ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｓ ＤＣ３．０Ｖ ５００ｍＡ 又は ＤＣ５．０Ｖ ２００ｍＡ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｎ ＤＣ３．３Ｖ １７０ｍＡ 又は ＤＣ１．０Ｖ ２２０ｍＡ 

（適用規格）   ＪＮＩＯＳＨ－ＴＲ－ＮＯ．４３（２００８） 

※ 検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 

 

 

設置 

 

【ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)／Ａ８０(Ｄ)Ｓ／Ａ８０(Ｄ)Ｎ】    【ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)Ｖ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Cable

指示警報器 等

ガス検知部

危険場所 非危険場所

接続図

検知素子 検知素子用
端子

：ＧＤ－Ａ８０（Ｄ） 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｓ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｎ 

Cable

指示警報器 等

ガス検知部

危険場所 非危険場所

設置図

検知素子 検知素子用
端子

：ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｖ 
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＜ATEX/IECEx/UKEX仕様＞ 

 

仕様 

  （防爆構造）   耐圧防爆構造「ｄ」 

  （グループ）   Ⅱ 

  （カテゴリー）  ２Ｇ 

  （防爆等級）   Ｅｘ ｄｂ ⅡＣ Ｔ４ 

（保護レベル）  Ｇｂ 

（周囲温度）※  －４０℃～＋５３℃ 

  （定格） 

   ・検知素子   GD-A80(D)  DC3.0V 430mA 又は DC5.0V 200mA 

GD-A80(D)V DC6.5V 205mA 又は DC3.5V 350mA 

GD-A80(D)S DC3.0V 500mA 又は DC5.0V 200mA 

GD-A80(D)N DC3.3V 170mA 又は DC1.0V 220mA 

（証書番号）   IECEx DNV 21.0052X 

                  DNV 21 ATEX 64381X 

                  DNV 22 UKEX 25925X 

（適用規格）   EN IEC60079-0:2018, EN60079-1:2014 

IEC60079-0:2017, IEC60079-1:2014-06  

BS EN IEC60079-0:2018, BS EN 60079-1:2014 
※ 検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 

 

本型式認証取得に係わる条件 

ATEX指令付属書II 1.5.5項に基づく測定機能は、本EU型式認証書には含まれません。 

ガスパフォーマンス及びセーフティデバイスの要求については、別途欧州整合規格の要求に適合する必要

があります。 

規制UKSI 2019 No. 1107のschedule 1第24項に項に基づく測定機能は、本UK 型式認証書には含まれま

せん。ガスパフォーマンス及びセーフティデバイスの要求については、別途英国指定規格の要求に適合する

必要があります。 

防爆接合面の修理を行わないでください。 

筐体に使用されているファスナーは、ステンレススチール製で特性クラスA2-70です。 

ケーブルグランドでは十分な締め付けができない場合があります。ケーブルが引っ張られたり、ねじれたり

しないように、ユーザーが追加のクランプを行う必要があります。 

 

設置 

 

【ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)／Ａ８０(Ｄ)Ｓ／Ａ８０(Ｄ)Ｎ】    【ＧＤ-Ａ８０(Ｄ)Ｖ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Cable

指示警報器 等

ガス検知部

危険場所 非危険場所

設置図

検知素子 検知素子用
端子

：ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｖ 

Cable

指示警報器 等

ガス検知部

危険場所 非危険場所

接続図

検知素子 検知素子用
端子

：ＧＤ－Ａ８０（Ｄ） 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｓ 

ＧＤ－Ａ８０（Ｄ）Ｎ 
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＊注記 

・ケーブルの仕上り外径の一例を以下に示します。参考値としてご利用下さい。 

仕上がり外径はメーカーによって若干異なりますので、必ず確認が必要です。 

 

線心数 ＣＶＶ １．２５ｍｍ
２ 

ＣＶＶ ２ｍｍ２ ＣＶＶＳ １．２５ｍｍ２ ＣＶＶＳ ２ｍｍ２ 

２ φ９．２ φ１０．５ φ９．６ φ１０．５ 

３ φ９．７ φ１１．０ φ１０．５ φ１１．０ 

４ φ１０．５ φ１１．５ φ１１．０ φ１２．０ 

５ φ１１．５ φ１２．５ φ１２．０ φ１３．０ 

６ φ１２．５ φ１３．５ φ１３．０ φ１４．０ 
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＜メンテナンスサービスについて＞ 

・弊社では、ガス感度校正などを含めた定期点検、調整、整備等に関するサービスを行っております。 

試験用標準ガスを作製するには、所定濃度のガスボンベや、ガス袋など専用器具が必要となります。 

弊社サービス員は、作業を行う上での専用器具やその他製品に関する専門知識などを備えたスタッフで構成さ

れております。機器の安全動作を維持するために、弊社メンテナンスサービスをご利用いただきますようお願い

いたします。 

・メンテナンスサービスの主な内容を以下に記します。詳細は、弊社営業部までお問い合わせ下さい。 

主なサービスの内容 

 

電源の確認 ： 電源電圧の確認を行います。 

電源ランプが点灯していることを確認します。 

(システム上で、当該個所である識別ができる事を確認します。) 

(保安電源を使用している場合、保安電源での動作を確認します。) 

濃度表示の確認 ： ゼロガスを用いて濃度表示値がゼロ (酸欠計では20.9vol%)であることを確認します。 

指示がズレている場合はゼロ調整(エア調整)を行います。 

流量の確認 ： 流量表示を確認し、異常が無いか確認します。 

外部の流量計を用いて、流量の確認を行い、本器流量表示の確かさを確認します。流量にズレがある場合は、

流量調整を行います。 

フィルタの確認 ： ダストフィルタの汚れ具合や目詰まりが無いかを確認します。 

汚れが目立つ場合や、目詰まりを起こしている場合は交換を行います。 

警報テスト ： 警報テスト機能を使用し、警報の回路検査を行います。 

・警報ランプ確認(ALMの動作を確認) 

・外部警報確認(ブザーなど外部警報動作を確認) 

ガス感度校正 ： 試験用標準ガスを用いて感度校正を行います。 

ガス警報確認 ： 試験用標準ガスを用いてガス警報の確認を行います。 

・警報確認(警報設定値に達した際に警報の発信を確認) 

・遅れ時間確認(警報を発信するまでの遅れ時間を確認) 

・警報ランプ確認(ALMの動作を確認) 

・外部警報確認(ブザーやリセット信号など外部警報動作を確認) 

機器の清掃・修繕 

(目視診断) 

： 機器外観やカバー、内部などの汚れや傷を確認し、目立った箇所を清掃・修繕します。 

亀裂や破損がある場合は部品の交換を行います。 

機器の操作確認 ： キー操作をして各種機能の動作確認や、パラメーター等のチェックを行います。 

劣化部品の交換 ： センサやフィルタ，ポンプなど劣化部品の交換を行います。 
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８．トラブルシューティング 

 

 このトラブルシューティングは、機器の全ての不具合の原因を示したものではありません。よく起こりえる不

具合の原因究明の手助けとなるものを簡単に示してあります。ここに記載のない症状や、対策を行っても復旧し

ない場合は、弊社営業所迄ご連絡願います。 

 

＜指示値の異常＞ ※ 指示警報部と併せて対処して下さい。詳しくは、指示警報部の取扱説明書を参照して下さい。 

症状 原因 対策 

指示値が上がった（下が
った）まま元に戻らない 

センサのドリフト ゼロ調整を行って下さい。 

干渉ガスの存在 
溶剤等の干渉ガスによる影響は、完全に無くすことは困難で
す。除去フィルタなど対策については弊社営業所迄ご連絡願
います。 

スローリーク 

検知対象ガスが微量に漏れている可能性があります（スロー
リーク）。放置しておくと危険な状態になる可能性があるの
で、ガス警報時の対応と同等の対応をし、処置を施すようお
願いします。 

環境の変化 ゼロ調整を行って下さい。 

ガス漏れなど、検知ポイ
ントに異常が無いのにガ
ス警報を発する 

干渉ガスの存在 
溶剤等の干渉ガスによる影響は、完全に無くすことは困難で
す。除去フィルタなど対策については弊社営業所迄ご連絡願
います。 

ノイズの影響 
電源をＯＦＦにし、再起動を行って下さい。 
頻繁にこのような症状が起こる場合は、適切なノイズ対策を
実施して下さい。 

環境の急変 

本器は急激な環境変化（温度など）があると、追従できずに
影響を受けて、場合によっては指示警報を出します。 
環境が頻繁に急変してしまう場合はご使用頂けませんのでお
客様にて何らかの対策を講じて頂くようお願いします。 

応答が遅い 

センサ感度の劣化 新しいセンサに交換して下さい。 

ダストフィルタの 
詰まり 

ダストフィルタを交換して下さい。 

吸引側又は排気側 
チューブの折れ，詰ま
り，漏れ 

不具合の箇所を修復して下さい。 

吸引側チューブ内で結
露が発生している 

不具合の箇所を修復して下さい。 

感度校正ができない 
校正ガス濃度が不適切 適切な校正ガスを用意して下さい。 

センサ感度の劣化 新しいセンサに交換して下さい。 
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９．製品仕様 

９－１．仕様一覧 

【拡散式】＜Japan Ex仕様＞ 

型 式 ＧＤ-Ａ８０ ＧＤ-Ａ８０Ｖ ＧＤ-Ａ８０Ｓ ＧＤ-Ａ８０Ｎ 

検 知 原 理 
接触燃焼式 又は 

ニューセラミック式 
半導体式 熱線型半導体式 熱伝導式 

検 知 対 象 ガ ス 大気中の可燃性ガス 大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中 又は 不活性ガス中の 

可燃性ガス 

検 知 方 式 自然拡散式 

伝 送 ケ ー ブ ル １.２５ｍｍ２又は２.０ｍｍ２ 

ＣＶＶ・４芯相当 ＣＶＶＳ・３芯相当 ＣＶＶＳ・４芯相当 

ケーブル接続口 耐圧パッキングランド Ｇ３／４  

〔パッキン内径〕実装φ１２，付属φ１３ 

使用温度範囲※1 －２０～５３℃（急変なきこと） 

使 用 湿 度 範 囲 ９５％ＲＨ以下（結露なきこと） 

構 造 壁掛型，２Ｂ（５０Ａ）パイプ取付可能 

防 爆 構 造 耐圧防爆構造 

防 爆 等 級 Ｅｘ ｄ ⅡＣ Ｔ４（Japan Ex） 

外 形 寸 法 約７８(Ｗ)×１６３(Ｈ)×１０５(Ｄ)ｍｍ（取付金具は除く） 

質 量 約１.０kg 

塗 装 色 マンセル ７．５ＢＧ５／２ 
※１．検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 

 

 

【吸引式】＜Japan Ex仕様＞ 

型 式 ＧＤ-Ａ８０Ｄ ＧＤ-Ａ８０ＤＶ ＧＤ-Ａ８０ＤＳ ＧＤ-Ａ８０ＤＮ 

検 知 原 理 
接触燃焼式 又は 

ニューセラミック式 
半導体式 熱線型半導体式 熱伝導式 

検 知 対 象 ガ ス 大気中の可燃性ガス 大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中 又は 不活性ガス中の 

可燃性ガス 

検 知 方 式 吸引式（外部ポンプユニットによる導入） 

吸 引 流 量 ０．８～２Ｌ／ｍｉｎ 

伝 送 ケ ー ブ ル １.２５ｍｍ２又は２.０ｍｍ２ 

ＣＶＶ・４芯相当 ＣＶＶＳ・３芯相当 ＣＶＶＳ・４芯相当 

ケーブル接続口 耐圧パッキングランド Ｇ３／４  

〔パッキン内径〕実装φ１２，付属φ１３ 

使用温度範囲※1 －２０～５３℃（急変なきこと） 

使 用 湿 度 範 囲 ９５％ＲＨ以下（結露なきこと） 

構 造 壁掛型，２Ｂ（５０Ａ）パイプ取付可能 

防 爆 構 造 耐圧防爆構造 

防 爆 等 級 Ｅｘ ｄ ⅡＣ Ｔ４（Japan Ex） 

外 形 寸 法 約７８(Ｗ)×１６３(Ｈ)×１２３(Ｄ)ｍｍ（取付金具は除く） 

質 量 約１.０kg 

塗 装 色 マンセル ７．５ＢＧ５／２ 
※１．検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 
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【拡散式】＜ATEX/IECEx/UKEX仕様＞ 

型 式 ＧＤ-Ａ８０ ＧＤ-Ａ８０Ｖ ＧＤ-Ａ８０Ｓ ＧＤ-Ａ８０Ｎ 

検 知 原 理 
接触燃焼式 又は 

ニューセラミック式 
半導体式 熱線型半導体式 熱伝導式 

検 知 対 象 ガ ス 大気中の可燃性ガス 大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中 又は 不活性ガス中の 

可燃性ガス 

検 知 方 式 自然拡散式 

伝 送 ケ ー ブ ル １.２５ｍｍ２又は２.０ｍｍ２ 

ＣＶＶ・４芯相当 ＣＶＶＳ・３芯相当 ＣＶＶＳ・４芯相当 

ケーブル接続口 耐圧パッキングランド Ｇ３／４  

〔パッキン内径〕実装φ１２，付属φ１３ 

使用温度範囲※1 －２０～５３℃（急変なきこと） 

使 用 湿 度 範 囲 ９５％ＲＨ以下（結露なきこと） 

構 造 壁掛型，２Ｂ（５０Ａ）パイプ取付可能 

防 爆 構 造 耐圧防爆構造 

防 爆 等 級 
Ⅱ２Ｇ Ｅｘ ｄｂ ⅡＣ Ｔ４ Ｇｂ（ATEX/UKEX） 

Ｅｘ ｄｂ ⅡＣ Ｔ４ Ｇｂ（IECEx） 

外 形 寸 法 約７８(Ｗ)×１６３(Ｈ)×１０５(Ｄ)ｍｍ（取付金具は除く） 

質 量 約１.０kg 

塗 装 色 マンセル ７．５ＢＧ５／２ 
※１．検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 

 

 

【吸引式】＜ATEX/IECEx/UKEX仕様＞ 

型 式 ＧＤ-Ａ８０Ｄ ＧＤ-Ａ８０ＤＶ ＧＤ-Ａ８０ＤＳ ＧＤ-Ａ８０ＤＮ 

検 知 原 理 
接触燃焼式 又は 

ニューセラミック式 
半導体式 熱線型半導体式 熱伝導式 

検 知 対 象 ガ ス 大気中の可燃性ガス 大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中の 

可燃性ガス 又は 毒性ガス 
大気中 又は 不活性ガス中の 

可燃性ガス 

検 知 方 式 吸引式（外部ポンプユニットによる導入） 

吸 引 流 量 ０．８～２Ｌ／ｍｉｎ 

伝 送 ケ ー ブ ル １.２５ｍｍ２又は２.０ｍｍ２ 

ＣＶＶ・４芯相当 ＣＶＶＳ・３芯相当 ＣＶＶＳ・４芯相当 

ケーブル接続口 耐圧パッキングランド Ｇ３／４  

〔パッキン内径〕実装φ１２，付属φ１３ 

使用温度範囲※1 －２０～５３℃（急変なきこと） 

使 用 湿 度 範 囲 ９５％ＲＨ以下（結露なきこと） 

構 造 壁掛型，２Ｂ（５０Ａ）パイプ取付可能 

防 爆 構 造 耐圧防爆構造 

防 爆 等 級 
Ⅱ２Ｇ Ｅｘ ｄｂ ⅡＣ Ｔ４ Ｇｂ（ATEX/UKEX） 

Ｅｘ ｄｂ ⅡＣ Ｔ４ Ｇｂ（IECEx） 

外 形 寸 法 約７８(Ｗ)×１６３(Ｈ)×１２３(Ｄ)ｍｍ（取付金具は除く） 

質 量 約１.０kg 

塗 装 色 マンセル ７．５ＢＧ５／２ 
※１．検知部銘板に記載されている周囲温度（防爆性能を維持できる温度範囲）は－４０～＋５３℃ですが、検知性能上の使用温度範囲は 

－２０～＋５３℃になります。 
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１０．用語の定義 

 

 

接触燃焼式 
ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)に組み込まれるセンサの原理です。 

詳細は【９－２．検知原理】の項を参照下さい。 

ニューセラミック式 
ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)に組み込まれるセンサの原理です。 

詳細は【９－２．検知原理】の項を参照下さい。 

半導体式 
ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｖに組み込まれるセンサの原理です。 

詳細は【９－２．検知原理】の項を参照下さい。 

熱線型半導体式 
ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｓに組み込まれるセンサの原理です。 

詳細は【９－２．検知原理】の項を参照下さい。 

熱伝導式 
ＧＤ－Ａ８０(Ｄ)Ｎに組み込まれるセンサの原理です。 

詳細は【９－２．検知原理】の項を参照下さい。 

イニシャルクリア 
検知部からの出力は電源投入後しばらくの間変動します。 

その間は警報を発しないようにする機能です。 

フルスケール 検知範囲の最大値です。 

％ＬＥＬ 
対象となる可燃性ガスの爆発下限界濃度（Lower Explosive Limit）を１００とした 

単位です。 

ｐｐｍ 
対象となる可燃性ガスの１００万分の１を意味する濃度(part per million)の 

単位です。 

校正 校正ガスを用いて、機器の指示値を校正ガス濃度値に合わせることを意味します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


